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はじめに
生活史の一部またはすべてを水中で生活する水生昆虫は近年絶滅の危機に瀕する種が多
く，保全のための生態や生活史の解明が待たれているものが少なくない。野外での観察が
難しくとも，飼育によってある程度の野外での生態を垣間見ることで，多くの知見を得る
ことができる。１９９９年に発行された『水生昆虫完全飼育繁殖マニュアル』（都築ら １９９９）
は，これまでに知見の少なかった水生昆虫の飼育法が紹介されており，水生昆虫研究者の
バイブルとなった。また，その改訂版が翌２０００年に発行され（都築ら ２０００），海外種の飼
育も紹介されている。児童向けの本として『水辺の虫の飼い方～ゲンゴロウ・タガメ・ヤ
ゴほか～』（海野ら１９９９）はカラー写真が豊富でわかりやすい。さらに，『田んぼと水辺
の生き物 はじめての飼育と採集』（松沢 ２０１４）にも水生昆虫の飼育についての詳しい記
述がなされている。これらの書籍を参考にすれば，大まかな水生昆虫の一般的な飼育は問
題なくできるであろう。ここでいう一般的とは見栄えが良く観察できるような水槽のレイ
アウトを伴う飼育を指す。
当研究室では２０１２年よりコオイムシ亜科昆虫を対象に行動生態や生活史の研究に取り組
んでいる。コオイムシ類はカメムシ目コオイムシ科（Belostomatidae）に属する昆虫で，
池や沼地，水田などに生息する水生昆虫である。コオイムシ科に属する昆虫は例外なくオ
スが単独で卵塊の保護をするという動物界でも珍しい繁殖行動を示すため（Smith １９９７;
Ohba２０１９），近年，性選択と卵保護行動に着目した研究が国内外で行われている（Muguía
­Steyer et al.２００７,２００８,２０１９; Thrasher et al.２０１５; Ohba et al.２０１６,２０１８）。このよう
に進化・行動生態学に関する仮説検証を行うのに優れた研究材料として注目されつつあ
る。
これまでに，我々の研究室では主にコオイムシ Appasus japonicusとオオコオイムシ

A. majorを学生の卒業研究の材料としてきた。前者は北海道，本州，四国，九州に，後
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者は北海道，本州，四国，九州に分布するものの，四国（徳島と愛媛）と九州（大分と鹿
児島）では分布が局地的である（中島ら ２０２０，中峯 ２０１９）。前者は環境省の準絶滅危惧
種に指定され，後者は環境省のレッドリストには掲載されていないものの，関東や近畿を
中心に地方版レッドリストに掲載されている。両種ともに肉食性でコオイムシは巻貝類を
中心に水生昆虫を，オオコオイムシは水生昆虫を主に捕食しており，種間で食性が微妙に
異なる（Okada and Nakasuji１９９３; Ohba and Nakasuji２００６）。また，野外では幼虫同
士の共食いも激しいことが知られている（Okada and Nakasuji １９９３; Ohba and
Nakasuji２００６）。そのため，従来紹介されているような複数個体を同一容器で飼育する “集
団飼育”では共食いにより個体数の減少が起こってしまう場合がある。共食いによる個体
数の減少を抑えるためには１匹ずつの個別飼育を行うことになる。また水生昆虫の宿命で
ある水換えも効率的に行う必要があるが，個別飼育にすると水換えの容器が多くなり，飼
育者の負担も大きいという問題がある。以上のように，コオイムシ類に限った話ではない
が，研究対象種の飼育の可否は研究テーマを遂行する上で欠かせない。
本稿ではこれまでに当研究室で取り組んできたコオイムシ類の飼育法について，基本的
な生態を含めて，これまでに出版された論文には書ききれなかった失敗談も含めて紹介す
る。研究材料とするには同時期に多数の個体を，状態よく飼育する必要がある。研究室に
は代々受け継がれてきたコオイムシ類の飼育のノウハウがあり，学生がテーマを引き継ぐ
たびにこのノウハウも受け継がれてきた。今回，約１０年にわたり試行錯誤されてきた飼育
法を記述し，学外者でもこの飼育ノウハウを利用できるようにすることを目的とする。た
だし，ここで紹介する飼育法の個々のテクニックの良し悪しについては，実験的に検証さ
れたものではなく，あくまで筆者らの経験則に基づいたものであることに注意されたい。
今回は基本的な日常的管理の記載に主眼を置き，繁殖行動やオスの卵保護行動の観察用の
装置については，今後公表予定の論文に記載するため，ここでは割愛することとする。

コオイムシ類のエサ
コオイムシ類は捕食性昆虫であり，餌の確保が飼育成功のカギを握る。野外環境下では
主に水生昆虫類や巻貝類を捕食しているため（Okada and Nakasuji １９９３; Ohba and
Nakasuji ２００６），そのような生物が手に入れば飼育は難しくない。しかし，飼育者の生
活環境によってはそのような生物が手に入らない場合もあるだろう。適切な餌の確保がで
きなくなって飼育が頓挫してしまうケースも見聞きするため，餌の確保のしやすさも踏ま
えてどのような餌を用いるかを検討すべきである。また，コオイムシ類に餌を与えること
は水質悪化を招くこともイコールと考えておくべきで，餌のあげすぎはコオイムシ類を死
亡させてしまう原因となることにも注意しなくてはならない。食べ残された餌（コオイム
シ類は体外消化をするため食べ残された餌は必ず出る）を早く取り出すことが水質悪化に
よる死亡リスクを下げるポイントである。

１．生き餌
基本的には身近で大量に手に入る小さめの節足動物（概ねコオイムシ類の体の半分の大
きさ以下のサイズのもの）を用いる。これまでに飼育してきた中で感じる理想の餌は，『水
に溺れずに容器内を歩いたり，遊泳したりする，適度なサイズの餌』である。その点，等
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脚目のミズムシ類やヨコエビ類はこれらの条件を備えたもので第一著者が与えてきた餌の
中で最も扱いやすいものであった。一般にその生息地に行けばこれらの生物は高密度で生
息するため，現地に行った際にまとめて確保しておき，水槽や衣装ケースなどに水を入れ
てエアレーションをかけて，管理・ストックしておけば餌の問題は解決できる。しかし，
ミズムシ類やヨコエビ類が手に入らない場合は別の餌を考えなくてはならない。近くに適
当な水場がなければ，陸生のものでも餌にはできるが，捕食される前におぼれて死亡し，
水質が悪化するということを考慮しなくてはならない。これまでに，水生の餌では，トン
ボ類の幼虫・ヤゴ，ミナミヌマエビなどの淡水エビ，蚊の幼虫（ボウフラ），サカマキガ
イやカワニナなどの巻貝，陸生の餌では，オカダンゴムシ，バッタ類，カメムシ類，市販
されているフタホシコオロギやミールワームを与えてきた。フタホシコオロギやミール
ワーム以外は野外で採集することになる。ボウフラについては屋外から集めてくることも
できるが，確保のしやすさを考えると意図的に発生させるのが楽である。ボウフラはサイ
ズが小さく，狭い水域から大量に確保できるため，幼虫飼育には大変重宝する。水に溺れ
てしまう陸生の餌を与える際にはできるだけコオイムシ類の前脚の近くに落とすが，陸地
になっている足場に置いて，その餌の存在に気付いてコオイムシ類が自ら捕食するのを期
待する，という与え方をする。陸生の餌を与えてすぐにコオイムシ類が前脚で捉えて捕食
する場合はそのままでもよいが，捕食しない場合は餌の溺死を防ぐ観点から別の水生の餌
を与えるなどの配慮も必要であろう。コオイムシ類は巻貝を捕食するため，ナメクジ類も
与えたことはあるが，オオコオイムシは時々捕食するものの，コオイムシは捕食しなかっ
た。

２．コオイムシ類の餌に適したボウフラの確保の方法
５リットル以上のバケツに水道水を８分目程の高さまで入れ，落ち葉や米ぬか，ミール
ワームを飼育していたふすま，魚類の人工飼料，チモシー，藁などの有機物を適量加え，
屋外の日陰に置くと数日のうちにアカイエカのメスがやってきて産卵する。アカイエカは
数百卵から構成される卵舟を産むため，そこから孵化するボウフラを大量に確保しやす
い。また，他のメスが産卵を行うとそのキューを感知した別のメスも次々とやってきて産
卵するため，“状態が良いバケツ” からは大量のボウフラが得られやすくなる。アカイエ
カの産卵が見られたら，孵化を待ち，４齢幼虫になった頃合いを見て金魚網や茶こしです
くって採集する。気温にもよるが産卵からおおよそ１週間を目途にすると４齢幼虫が得ら
れる。採集したボウフラをカップなどに集めておき，スポイトやピペットで水ごとボウフ
ラを吸って，コオイムシ類の容器に入れることで給餌を行う。なお，地域ごとに種構成は
異なるものの，主に長崎大学文教キャンパス周辺の屋外で採集できるのはヒトスジシマカ
とアカイエカである。前者は竹の切株や空き缶，植木鉢の皿にたまった水などの小さな水
域でボウフラがみられる。小さな水たまりかつ適度な有機物がある水域に少数ずつ，ばら
ばらとメス成虫が産卵する。メス成虫は昼行性で近くに来た人を含む動物から吸血するよ
うになる。ヒトスジシマカはばらまき産卵をするという習性から大量のボウフラがあまり
得られないことと，成虫になった時の吸血の不快さを考えると，餌としての利便性はアカ
イエカに劣る。本種を繁殖させないようにするため，上記の５リットル以上のバケツなど
の大きめの容器かつ，有機物を多めに入れて透明度が下がるくらいにするとアカイエカの
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みが産卵するようになり，採集作業もしやすい。アカイエカも人から吸血をするが，活動
は夜行性であるため，昼間の作業では干渉されることはまずない。アカイエカの繁殖に成
功した後の注意点としては，トラフカクイカの発生と水質の変化のチェックである。トラ
フカクイカはボウフラを捕食する捕食性のボウフラで，トラフカクイカが繁殖，そのボウ
フラが発生するとアカイエカのボウフラが捕食されて激減するため，一般には益虫と認識
されるものの，コオイムシ類の餌確保の観点からは厄介な存在である。見つけ次第除去す
るように努める。水質については，定期的に有機物を追加しないと降雨により有機物が薄
まって（水質が改善され），ヒトスジシマカの発生に適した水質になってしまう。そのた
め，定期的な有機物の追加も念頭に置く必要がある。なお，富栄養化するとチョウバエの
幼虫も見られるようになるが，ボウフラと同様に餌として用いている。また，ボウフラは
蛹になって約１日で蚊の成虫になってしまう上，丸みを帯びた蛹は捉えいくいためか捕食
されずにコオイムシ類の容器内で成虫の蚊になってしまう。蛹を与えないようにするか，
与える場合は成虫になった蚊の処理も念頭に置く必要がある。飼育作業のために容器を開
ける際には，成虫の蚊を捕獲するために殺虫用の電気ラケットを準備したり，飼育を行う
室内に蚊成虫の逃亡に備えて電撃殺虫器や粘着式トラップを設置したりする。
ボウフラだけでは栄養が偏るためなのかコオイムシ類の幼虫が死亡しやすくなることが
あるため，複数の種類の餌を与えるようにする。一方，ボウフラを発生させる容器が富栄
養化していると，そこで育つボウフラの栄養状態も良くなることで，間接的にコオイムシ
類の栄養摂取にプラスに働くような気がしている。今後，実験的に検証する必要はあるが，
以前，屋外で自然発生していたボウフラを与えると死亡する幼虫が目立った一方で，上記
の方法で富栄養にして発生させたボウフラを与えると生存率の向上が見られたことがあっ
た。

３．冷凍餌
原則として生餌を用いることになるが，例外的に冷凍コオロギ（フタホシコオロギ）や
冷凍赤虫を用いることができる。しかし，１匹ずつピンセットで挟んで与えるため，飼育
個体数の分だけこの作業が必要である。冷凍コオロギはケースを冷凍庫から出したのち
に，その容器を常温において作業することになるが，給餌に用いない冷凍コオロギも解凍
されてしまい，再冷凍するとすべてのコオロギがくっついてしまう。そのため，その日に
給餌を行う個体数を概算し，それに対応する冷凍コオロギの数を別容器に分けて解凍して
与えるようにする。なお，冷凍赤虫は必要な数のブロックをカップに出し，水道水で解凍
して与える。小さな幼虫には１匹ずつ，老齢幼虫や成虫には数匹をまとめてピンセットで
つまんで与えるようにする。解凍済みの冷凍赤虫が余った場合は再冷凍する。再冷凍して
次回の給餌の際に与えても問題はなさそうである。他には夏の終わりから秋にかけて夜間
の人工照明に多数飛来することがあるチャバネアオカメムシや家庭菜園で見かけるホオズ
キカメムシなどのカメムシ類を大量に確保しておき，冷凍して与えることもできる。一度
冷凍すれば冷凍コオロギと同じように扱う。新成虫のコオイムシ類は捕食欲求が高いた
め，冷凍コオロギや冷凍したカメムシを与えると，一度の摂食量も多いためか給餌頻度も
抑えられる。なお，基本的に翌日までには食べかすを回収するように心がける。
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４．その他の餌
生きたメダカやオタマジャクシも捕食するが，前脚が小さためかあまり捕食は成功しな
い。できるだけ小さな個体を与えるようにする。また，死んで間もない金魚やドジョウも
ピンセットで頭部付近に持っていくと捕まえて捕食する。ただし，魚類や両生類の餌は脂
質が多いためか，水質悪化が激しいので与える際は注意が必要である。例えば集団飼育を
していて，まとめて給餌したい場合などにこれらの魚類などを与えると効率が良い。ただ
し，繰り返すが水質悪化には気をかけておかなければならない。

水質と水換え
コオイムシ類は河川で見つかることもあるが，基本的には水が淀んだ溜池などに住む昆
虫であり，水質悪化には強いとされる。しかし，あまりにも水が汚れていると，幼虫の場
合，腹部が汚れて水をはじく機能が失われて溺死する原因となる。水面に油が浮いている
ときや，水の透明度が下がっている（スポーツ飲料程度の濁りを目安とする）ときは水換
えを行う。またコオイムシ類が水から上がって甲羅干しをしている場合は，あまり体調が
良くないサインであるため，水を換えるようにする。なお，状態が良くない個体や成虫の
加齢が進み寿命が近くなると，体から水をはじく機能が失われるようですぐに水から上が
ろうとする。そのような個体は，行動観察には不向きであるため除外する。こういった個
体は給餌をしても餌を食べないことが多いため，前回与えた餌を食べていないなどの異変
に気付くことも多い。これらの状況を注意して観察しておくと個体の状態を把握できる。
水を更新する際には，水道水を１日以上汲み置いた水を用いる。飼育者によっては，塩
素の影響はなく，水道水を直接使っている人もいるが，それぞれの地域や建物に設置され
ている水道の状態，気温や季節なども塩素濃度に影響する可能性があるため，汲み置き水
を用いるのが無難である。

足場
野外で採取される小石や小枝などをはじめ，園芸用ネットなどを適当な大きさにカット
して用いる。砂利を足場にすることもあるが，その後の管理を考える（水換えがしにくく
なるので）と入れるメリットはあまりない。また，水草と人工水草のどちらでも足場とし
て利用できる。これまでにオオカナダモを足場として用いてきたが，水質が悪化するとオ
オカナダモが枯れてしまい，余計に水質悪化がみられることがあった。人工水草の場合，
このような急激な水質悪化は避けられるため，最近は人工水草を主に用いるようにしてい
る。１００円ショップで手に入るグリーンマット（ポリエチレン製，No.４５４９１３１９９０７７５, Daiso
Co. Ltd.）が安価でコストパフォーマンスも高い。マット状で市販されているが，手で引っ
張るとマットを構成する “１株の人工草” が簡単にはがせるため（図１），これを軽く水洗
いして利用する。容器の大きさに合わせてその数やはさみで切ることで大きさを調整する
こともできる。
コオイムシ類は完全に水中生活に適応していないため，飼育容器内には水面より上に出
る陸地を必ず設けることで，一時的に体調が良くない個体がその上に登って甲羅干しがで
きるようになる（図１B）。このようにすることで，予期せず，水質が悪化した場合でも
コオイムシ類自ら陸上に上がることで溺死を回避し，生存率の向上が見込める。
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図１．グリーンマットをはぎ取って足場とする例

定位するコオイムシ（A），水面上に出て甲羅干しを行うコオイムシ（B），グリーンマットと剥がさ
れた１株の人工草（丸印）（C）

集団飼育か個別飼育か
集団飼育，個別飼育のいずれかを選択するのはその目的による（表１）。ここではそれ

ぞれの基本的な事項をまとめたい。集団飼育は主に，個体同士の相互作用を観察するとき
に用いる手法で，水槽やプラスティックケース，大き目のタッパー，プラスティックカッ
プを用いる。水量を多くできるため，水換え頻度が抑えられる一方で，十分な餌を入れて
おかないと共食いが起こってしまう。特に幼虫期は共食いが激しいので，餌を常に十分に
入れておかなければ，たちまちに幼虫の個体数が減ってしまう。特に齢期の異なる幼虫を
同居させると加齢の進んだ大きな幼虫が，それよりも若い齢の小さな幼虫を共食いしてし
まう。共食い頻度が低くなるとは言え，成虫段階でも共食いをゼロにすることは難しく，
ある程度の個体数の減少は仕方がないものと割り切った考え方が必要である。とにかく共



大庭・大浦・林田・平石：長崎大学教育学部生物学教室で行われているコオイムシ類の飼育法 27

表１．飼育方法，容器，それぞれの特徴

起こらない起こる共食いの有無

数日おき毎日か数日に１回
（餌を切らさないようにする）給餌頻度

不可能不可能可能ろ過装置の設置

セパレータ容器ごと個体数に依存容器の数に依存水替え回数

早い早い早い遅い水質悪化の程度

可能可能サイズによっては不可恒温器への導入

カップ，セルごとに把握しやすい標識をつけないと個体の把握が
難しい個体の把握のしやすさ

幼虫ごとの成長データを得るため，
成虫の給餌頻度を制御するため産卵させるため（雌雄同居）目的

セパレータ容器カップカッププラスティックケース，
水槽容器

個別飼育集団飼育

食いを防ぎつつ，状態よく飼育するためには，毎日の餌密度のチェックと食べ残された餌
の取り出しをこまめに行う必要がある。水換え頻度を抑えるためのろ過装置の設置が可能
なのは，長辺が２０センチ以上のプラスティックケースか水槽に限られる。また，集団飼育
では，個体の状態（空腹度が高い個体に餌を多めに与えるなど）を考慮しての給餌量の調
整ができない。また，幼虫の個体ごとの成長期間のデータを取ることはできない。そのた
め，集団飼育するのは，繁殖（ペアリング）のとき（図２）か，野外から採集してきてす
ぐのタイミングで，一時的に個体を分けることができない際や，容器類が足りない場合な
どに限られる。繁殖を目的としない集団飼育では，雌雄を別々にしての飼育を基本として
いるが，コオイムシ類は慣れないと雌雄判別が難しく，雌雄を分けていたはずなのにメス
の中にオスが混ざっている，またはその逆のケースもあり，予期せず卵を背負っているオ
ス（つまり繁殖してしまった）が出てくることがあった。
個別飼育は，行動学的な観察をする個体や基本的な生活史に関するデータを取得する際
に欠かせない手法である。行動学的な観察を行う場合，他個体の接触がその後の行動に影
響する可能性があるため，日常管理の段階では個別飼育が望ましい。また，幼虫を個別に
飼育することで飼育期間に関するデータや，状態の良い抜け殻を回収することで形態学的
解析に用いるサンプルを得ることもできる（Ohba et al. ２００８）。飼育容器を異なる温度
条件にした恒温器にそれぞれ入れて飼育することで，温度ごとの発育期間や発育速度の算
出（発育ゼロ点，有効積算温度の計算に必要）が可能となる。滅菌シャーレ（浅型，９０×
２０mm, SH９０-２０, AGCテクノグラス株式会社，福岡）やプラスティックカップ（直径１０１
mm×高さ４４mm，２００B，リスパック株式会社，岐阜），セクションケース（２９.５cm×１９cm，
No.４５４９１３１６７２２４４, Daiso Co. Ltd.）に足場を入れて準備し，容器のふたや側面にビニー
ルテープを数センチの長さで貼り，そのテープに個体の情報や脱皮確認日を書き込む（図
３A）。プラスティックカップの場合は，フタにビニールテープを貼り付けるが，世話を
する過程で別のカップのフタとの入れ換えが起こらないように注意する。飼育が終われ
ば，ビニールテープを容器からはがし，ノートなどに貼り付けて並べることで生データと
しての保存と集計が楽になる（図３B）。個別飼育のデメリットとしては，容器が小さく，
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図２．プラスティックケースでペアリングする例
足場にオオカナダモ，園芸用ネットを十分に入れ，水面上に突き出るようにする。オカダンゴムシを
餌として入れている。

どうしても水量が少なくなるため，水質悪化が激しいことである。そのため，餌の取り出
しには気を遣うことになる。その一方で，共食いは起こらないため，繁殖を目的とすると
き（毎日十分な餌を与える必要がある）や幼虫を健全に育てるとき以外は，給餌間隔を数
日あけることもできるため，飼育者の心理的負担は集団飼育よりも小さい。
滅菌シャーレ飼育の場合，毎日の給餌の際にフタを開けることで換気はできるものの，
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図３．セクションケースを用いたコオイムシの個別飼育
フタにビニールテープのラベルを貼り個体の情報を記入して管理する（A）。
そのラベルを紙に並べて貼ると生データとして保存できる（B）。
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図４．プラスティックカップによる成虫飼育（A）とスポイトによる給餌の様子（B）。
フタには換気のためにカッターで十字の切込みを入れており，スポイントで給餌する場合，フタを開
けずに十字の切込みから直接入れることができる。

世話を数日あけてしまうと餌が残っているのにもかかわらず，不自然な死に方をすること
がある。おそらくフタを開けないことによる換気不足で，酸欠になってしまったのだと考
えられる。プラスティックカップ飼育の場合，給餌のためにフタを開ける際に振動が生じ
てしまい，コオイムシ類の警戒心を高めるためか，よほど空腹でない限り足場の裏に隠れ
てしまい，すぐに餌を食べなかったり，数か月使用していると徐々にカップの透明度が失
われ，プラスティックカップの劣化により漏水したりすることもデメリットであった。し
かし，シャーレやプラスティックカップで生じるこれらの問題は以下に詳述するセクショ
ンケースでは生じていない。
２０２１年度よりそれまでに個別飼育に用いていた滅菌シャーレやプラスティックカップか
ら，セクションケースを使うようになった。このケースは１００円ショップで１５０円（税抜き）
で販売されている小物入れである。仕切りをつけると１８個のセルができ，各セルの大きさ
は５７×４４×３８mmで，コオイムシ類の１齢幼虫～羽化，その後の成虫の飼育まで全発育
ステージの個別飼育が行える点で非常に扱いやすい。フタとケースには隙間があるため，
空気穴をあける必要もない。水深を１cm程度にし，セルの中には上述のグリーンマット
より，引き抜いた１株の人工草を入れると，適度な足場と陸地を作ることができる（図１
AB）。水換えもスポイトでセル内の水を吸い出すか，水換えをするセルの数が多いときは
セクションケースのふたをきちんと締めたうえで容器を傾けるだけで水が流れ出るので，
フタを閉めて傾けるのと，水を捨てた後に新たに水を流し込むだけですむ。この際，コオ
イムシ類が暴れて隣のセルに移動してしまうことがあるので，よく観察し，個体の移動が
起こらないように注意したい。なお，新しく開封したケースには剥離剤が塗られているた
めか，ぬめりがあり，水を入れると泡が立つ。この泡の生体への影響は不明であるが，良
い影響はないものと思われるので，使用の前に水道水でよく洗い流してから使うようにす
る。シャワーを使うと，細かい部位に水を当てることができて洗う時に便利である。
このセクションケースを使う前の幼虫の個別飼育では，１～３齢までは上記の滅菌
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シャーレで，４齢幼虫以降はプラスティックカップへと “引っ越し” を行っていた。滅菌
シャーレは水深が浅くて若い幼虫はエサが取りやすい一方で，そのままだと老齢幼虫に
とっては浅すぎて，羽化の際に背中が水面から出てしまい翅が伸びきれない羽化不全が生
じることがある。そのため，４齢幼虫以降はプラスティックカップに移し変える必要があ
るが，プラスティックカップだと不必要な空間が出てしまい（図４），プラスティックカッ
プを重ねての管理はできるが非常にかさばっていた。買い物かごに入れると持ち運びがし
やすいが，プラスティックカップの場合だと，１カゴに４０個体程度を入れるのが限度であっ
た。セクションケースの場合，１８個体入りの容器を１０段縦に積んでも買い物かごに収まる。
すなわち同じ容積で１８０個体を飼育できることになる。このセクションケースではコオイ
ムシ類のほかに，エサキタイコウチの１齢～成虫の飼育繁殖も可能である（図５）。

繁殖
越冬後の個体を２０度以上でキープし，給餌を行うと多くの個体は数日から１週間程度で
繁殖が可能となる。以前，岡山県北部の湿地より２月に数匹のコオイムシを研究室に持ち
帰って，２５度条件に移したところ翌日には産卵が見られたことがあった。このことから，
越冬段階でメスはすでに腹部に造卵，未受精卵を抱えているものと推察される。メスの腹
部が膨らみ，未成熟卵が透けて見えると緑がかって見えるので，そのような個体は繁殖準
備ができている可能性が高い。一方，腹部が黄色やクリーム色を呈するときは造卵されて
おらず脂肪が蓄積しているので，ペアリングしても産卵しない。そのようなメスとオスを
同居させると，みすみすメスによる共食いを誘発しかねないので，メスの腹部の色チェッ
クは重要である。また新成虫が羽化後，１か月もすれば繁殖可能になるようで，集団でキー
プしておくといつの間にかオスの背中に産卵しているケースも珍しくない。しかし新成虫
の場合，個体によって繁殖モードへの入り方がまちまちであるため，基本的に新成虫の繁
殖行動の観察は難しい。そのため，新成虫を個別飼育しておくことで意図せぬ繁殖行動を
回避するようにしている。雌雄が状態良く繁殖行動に入るのを確認するためには，やはり
越冬明けの個体を用いるのが理想であろう。
プラスティックカップやプラスティックケースに水深約２～３cmの水と足場を入れ，
そこに雌雄を投入する。繁殖準備ができていればメスがオスの背中に産卵をする。１晩置
いて産卵が見られなければ一度個別飼育に戻し，数日給餌したのちに再びペアリングを試
みる。さらに産卵が見られないときは容器の大きさを検討し，別の容器で試みるのも手で
ある。以前，タイワンコオイムシのペアリングがうまくいかないことがあり，ペアリング
容器のサイズを大きくするとたちまちに産卵することがあった。すでに公表された論文
（Ohba et al. ２０１８）ではこのあたりの失敗は触れられていない。コオイムシ類は繁殖期
に複数回，産卵し，産卵後１週間～２週間程度の間隔を開ければ次の産卵が見られる。た
だし，給餌量や気温も産卵間隔に影響するのでメスの腹部の状態もこまめにチェックする
ようにする。ペアリングの際，メスがオスを捕食することもまれに起こるため，ペアリン
グする前にメスに十分な餌を与えておくことを忘れてはならない。一方，雌雄間の繁殖行
動を観察する場合は，餌を入れておくと採餌ばかりに時間が割かれ，繁殖行動がなかなか
観察できないこともあるため，原則的に餌を入れないようにする。このように餌を抜いて
同居させる際には，特に事前の給餌を怠ってはならない。繁殖行動の観察ではなく産卵さ
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図５．セクションケースを用いたエサキタイコウチの個別飼育
採卵のためにオアシスとメス成虫を個別に入れている（A）。
中段のようにセパレータを取り外し，集団飼育にすることもできる（B）。
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せることが目的なら，ペアリング時の共食い回避のために積極的に餌を入れておくべきで
ある。

繁殖行動の観察のためのスケジュール
コオイムシ類の繁殖は地域によるもののおおむね５月～８月にかけてであり，６，７月
にピークが来ると考えてよい。その繁殖は気温と日長が関係していることが同じコオイム
シ科のタガメで報告されており，タガメの場合，６月の夏至をピークに繁殖がみられる。
繁殖の開始は春の温度上昇，繁殖の終了は夏の短日が関係している（Hasizume and Nu-
mata １９９７）。そのため，タガメの繁殖期は５月～７月までとされる。おそらくコオイム
シ類も同じように夏至をピークに繁殖がみられる。詳細は割愛するが，おおむね南の地域
の個体群は北の個体群よりも繁殖期が長く，それだけ繁殖行動のデータを取る期間は長く
なる。
実際にこれまでの研究を行う中で，兵庫個体群よりも北海道個体群は繁殖期が短く，繁
殖行動が十分に観察できないことがあった。兵庫個体群では７月下旬ころまで繁殖行動が
みられるが，北海道個体群では夏至を過ぎたあたりからぱったりと繁殖行動を示さなく
なったのである。特にオスが求愛であるポンピング行動を示さなくなった。その解決策と
して，失敗した翌年度は北海道個体群については越冬明けに早めに給餌をすることと，で
きるだけ６月中に繁殖行動の観察を終えるようにした。また，日長については自然日長に
さらしていたため，北海道個体群は夕方から２時間ほど熱帯魚用のライトを点灯して，人
工的に長日条件にさらすことで，比較的長く繁殖行動を持続させるようにした。
繁殖行動を調べる際には十分な繰り返し数の確保と成虫の成熟を促すため毎日の給餌を
原則とする。当研究室では５月の連休前に越冬中の個体を常温に戻し，小さめの餌を与え
て，連休中も数回の給餌と水換えを行う。その後，連休明けから給餌頻度を増やし，オス
の求愛行動の確認（ポンピング行動）とメスの腹部の色合いを見て繁殖行動の観察を開始
する。おおむね５月中・下旬よりスタートすれば，繰り返し数と観察頻度にもよるが７月
上旬くらいまでには繁殖行動のデータを取ることができる。

越冬
野外では水際の植物の根際や石や流木の下に潜り込んでじっとしているコオイムシを見
かける一方で，１２月に池の岸際の枯れ木や落ち葉がたまった場所をタモ網で救うとたくさ
んのコオイムシが取れたことがあった。そのため，野外では陸上と水中の両方で越冬して
いるようである。
飼育下では１１月くらいまで常温でキープし，十分な餌を食べさせた後に成虫を越冬させ
る。野外の観察事例より水中越冬と陸上越冬の２つがある。水中越冬はそのまま水が入っ
た容器を気温の安定した日陰となるような外気温にさらせる場所もしくは冷蔵庫（１０度以
下）に置くだけである。野外だと暖かいときは採餌の可能性もあるため，水生の餌と水草
か人工水草の足場を多めに入れておく。越冬中，水質変化はほとんど起こらないので水換
えは必要ない。一方，陸上越冬は湿らせたミズゴケ（園芸用）や落ち葉の上に成虫を入れ
て越冬させる。容器を外気温にさらすか，冷蔵庫などに入れておくのは水中越冬と共通す
るものの，陸上越冬はカビが発生することで，最悪のケースでは容器内の全個体が死亡す
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表２．発育ステージごとに給餌する主な餌

冷凍コオロギ，冷凍赤虫ダンゴムシ，ミールワーム，カメムシ類，
巻貝類成虫

冷凍コオロギボウフラ，ダンゴムシ４～５齢

冷凍赤虫ボウフラ１～３齢

冷凍餌生き餌発育ステージ

ることがある。あらかじめ熱湯処理や電子レンジで加熱（例えばWatanabe et al.２０２２）
をしてミズゴケや落ち葉を殺菌しておくか，定期的に容器を見て，白い綿やクモの巣状の
ものが観察できたら，カビに侵食されている兆候なので，できるだけ早くミズゴケを新し
いものに変えることで容器内の全滅を避けることができる。これまでの経験から，まった
くカビが発生しないケースもあれば，同じように容器を準備してもカビが発生してしまう
こともある。越冬期は給餌と水換えの負担がない分，カビの発生を気にかけておく必要が
ある。一方，水中越冬の方がカビのリスクがないが，コオイムシ類が完全に休眠していな
い状態かもしれない。陸上越冬と水中越冬のどちらが翌年の繁殖に適しているかなどの検
証は今後の課題である。

個体標識の方法
成虫の個体識別には三菱ペイントマーカーをオスの場合は前胸に施し，色の組み合わせ
で番号を付ける（黄緑を１，オレンジを２，水色を３，桃色を４，白を５と読み替える組
み合わせで３～４桁の番号を割り当てている）。メスについては卵で背中が見えなくなる
ことはないので，前翅に直接番号を書いて管理することができる。

さいごに
以上紹介した通り，これまでの試行錯誤の末，セクションケースでの個別飼育，プラス
ティックカップでのペアリングを基本とするに至った。与えるエサについてはおおむね表
２に示した通りで，うまく幼虫を飼育できている。２０２２年現在，研究室で維持されている
北海道から鹿児島までの１０以上のコオイムシの個体群，系統維持もこの方法で省力的に行
うことができるであろう。また，他の水生昆虫や陸生昆虫の飼育にセクションケースは有
用であると期待される。
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